
第30回（2026）東海クリニカルパス研究会 世話人会 議事録 

 

日 時：2026年6月13日（土）12:00～12:40  

参加者：愛知県がんセンター/清水淳市・福嶋敬子、春日井市民病院/山下裕、 

刈谷豊田総合病院/坂井田綾子、医療法人葵鐘会/尾崎由美・吉田茂、 

岐阜市民病院/入山佳子、公立陶生病院/岡和美、小牧市民病院/今井元・久留清美、 

江南厚生病院/小川和加子・佐々木洋治、静岡済生会総合病院/山田紘平、 

医療法人鈴木歯科医院/鈴木俊夫、総合大雄会病院/沼波宏樹、 

宏潤会大同病院/篠原孝明・舟渡麻香、トヨタ記念病院/岡本泰岳・尾島美里、 

名古屋市立大学医学部附属西部医療センター/久保ゆかり 

名古屋医療センター/井上陽子・小嶋俊久、名古屋記念病院/是永麻彌、 

名古屋大学医学部附属病院/宮﨑由美子、西尾市民病院/北田竜一 

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院/吉岡裕一郎 

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院/山内康平 

羽島市民病院/下條隆、名鉄病院/北岡容子 

事務局/中務麻美 

会 場：愛知県がんセンター 大会議室 

 

1． 2025年度決算報告  

1）事務局収支【資料1：年度収支】に関し、繰越金の変化について資料に基づき 

一時期は資金が蓄積しバス合宿等を実施した時期もあったが、最近は収支の均 

衡を図りながら運営していることが報告され、承認された。 

 

2）第29回愛知クリニカルパス研究会収支【資料2：第29回研究会収支】について 

無事に終了した旨が報告され、小嶋俊久先生より感謝が述べられた。 

 

2．施設会員の状況【資料3：会員名簿】 

現在の会員数は45施設 

内新規入会施設会員数：3施設 （2026年度） 

西尾市民病院、羽島市民病院 、松波総合病院 

新規入会施設（西尾市民病院、羽島市民病院）よりご挨拶を頂いた。 

 

3．役員について【資料4：役員名簿】 

1）新幹事施設について以下のとおり報告された。 

  ・社会医療法人蘇西厚生会 松波総合病院 

  新幹事） 草深裕光 先生、矢島加奈子 様 

 また、研究会の主宰は幹事施設による持ち回り（当番制）となっていることから 

 順番の整理として、直近で幹事病院となった「大同病院」の次の順番に「松波 

総合病院」を組み込むことが提案され、承認された。 

 



2） 幹事交代についてご報告された。 

・日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院 

古尾麻紀 様 → 尾崎式美 様 

・名古屋大学医学部附属病院 

 佐伯純 様 → 宮﨑由美子 様 

・JCHO中京病院 

佐藤明日美 様 → 白木啓子 様 

・日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院 

中野正樹 様 → 清水謙一 様 

・名古屋医療センター 

山畑直美 様 → 井上陽子 様 

3）役員について久留清美様（小牧市民病院）が監事に就任されたことが報告さ 

れた。 

 

4．年次研究会について【資料5：研究会開催記録】 

 第30回当番の清水先生、第31回当番の山内康平先生よりご挨拶をいただいた。 

次回以降の当番施設が以下のとおり確認された。 

1）第 31 回（2027 年）日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院 

当番世話人 山内康平先生、尾崎式美様 

日程：未定 

会場：日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院 

 

 2）第32回（2028年）宏潤会大同病院 

当番世話人 篠原孝明先生、舟渡麻香様 

日程：未定 

会場：未定 

 

※今後の担当施設順（過去の開催実績に基づく） 

松波総合病院、名古屋大学医学部附属病院、トヨタ記念病院、JCHO中京病院、 

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院、小牧市民病院、名古屋医療センター、 

愛知県がんセンター、日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院 

 

5．グループワーク研修会について 

【資料6：研修会企画案、研修会アンケート結果分析報告】 

担当： 福嶋敬子様 

第12回パス研修会 

日程：2026年2月21日（土） 10:00-16:00 

会場：愛知県がんセンター 視聴覚室  

参加者 27名 

※日本クリニカルパス学会教育研修認定 実技 3単位 



第12回研修会（応用編・中級編・1日開催）について、受講者は「医療経験年数

は長いもののパス経験が浅い層」と「パス委員やリーダーに就任したことを契機

に受講した層」に大別される傾向が継続している。受講動機は、自発的な参加と

職場からの推奨がおおむね半々であった。講義時間やグループワークの時間設定 

人数設定、プログラム運営に関しては、ほぼすべての受講者から「ちょうどよい」 

との評価を得た。満足度は約96%が「楽しかった」「良かった」と肯定的回答。 

今後は東海地区（岐阜・三重・静岡）への名称変更に伴い、広域での交流を推 

進する。本日の研修会にも静岡県および岐阜県から各1施設の参加があり、今後 

も広域的な交流の場として継続的な開催を目指すことが報告された。 

 

６．その他 

 自由発言として、鈴木歯科医院の鈴木俊夫先生より、「AIを活用したパス活動

について取り上げてはどうか」との提案があった。第31回当番世話人 日本赤十字

社愛知医療センター名古屋第二病院の山内康平先生より、所属病院でAIの導 

入が始まっており是非テーマの一つとして考えていきたいとの発言があった。 

 

 

 

 

以上 


